
        
            
                
            
        

    

  ロリサキュバスにメチャクチャに搾精される小説

   

「あ、起きた～？ おはよう♪ 」

目が覚めると、少女が少年の顔を覗き込んでいた。 嬉しそうに少年へ微笑みかける。

 

年頃は少年と同じか、ほんの少し年上なぐらいだろうか。 幼さが残るが、美しく可愛らしいその顔立ちは見るものを強く惹き付け、そのまま金色の瞳の中へと吸い込まれそうな魅力があった。

 

膨らみかけの胸、小さくキュッとした尻、細くすらっと伸びた手足。 少女特有の発達途上な体を包む黒く艶のある衣服は、最低限局部を隠す役目しか果たしておらず、衣服と言えるかどうか際どいもので、見るものに妖しげな雰囲気を与える。

 

さらに頭には小さなツノが生えていて、背中からは黒い翼と、尻尾のようなものが見える。 一見して作り物には見えない。

 

少女の姿を見て、この世の理の者ではないことを少年はすぐに感じ取った。 人ならざる少女の姿に見惚れ暫くボーっとしていたが、少女の瞳に反射して映る自身の姿を見て、ハッとした。 少年は服を何も着ておらず、裸だった。

 

柔らかなベッドに大の字に仰向けに寝かされ、少年の体はベルトのようなもので全身くまなく拘束されていた。 手首、二の腕、肩、腰、ふともも、膝、足首。 更に無作為にあらゆる所からベルトが伸びていて、少年の体を押さえつけている。 身を捩ろうとするが、強固に拘束された体は少しも動くことが出来ない。 少女はそんな少年の腰辺りに優しく乗っかり、覗き込んでいた。 拘束から逃げ出すことが出来ずもがく少年を見て、少女は楽しそうな表情をする。

 

「ボクはエール。サキュバスっていう悪魔の仲間だよ。小説とか、ゲームとかでみたことあるかな？ ここはボクが作った異空間。お家でぐっすり寝てるキミをさらって、ここまで連れてきたの♪ 」

 

少年の理解が追いつかない中、エールは続ける。

 

「ボクたちサキュバスは人間の精液をゴハンにして生きてるの。普段は淫夢とカンチガイさせて少しずつ搾ったり、人間に擬態していかがわしいお店を開いたりして過ごしてるんだけ ど。」

 

「でも最近、サキュバスも数が増えちゃってね。獲物の奪い合いとか、縄張り争いとか、色々面倒事が増えてきちゃったの。だ・か・ら♪ 」エールは少年の顎をくい、と持ち上げる。

 

「若い男の子を一人捕まえて、ずっと飼ってれば、面倒事はなくて済むよね～って気づいたの♪ どう？ボクって頭良いでしょ♪ 」

 

エールは悪意のない笑顔で自分の考えが秀逸であることを誇る。少年は、やはり訳がわからないという顔をしている。

 

「良かったね、キミ♪ これからは人間の世界のシガラミなんか捨てて、毎日毎日、気持ち良～く精液搾られて過ごせるよ♪ ・・・適当に若くて可愛い男の子って選んで連れてきたけど、キミ何歳？ 精通してるのかなぁ？ まぁいっか♪ 」

 

エールは突然、少年に覆いかぶさり、キスをする。 少年は顔を背け逃れようとするが、両手で頭をガッシリと掴まれ、逃げることは出来ない。 少女の舌が少年の舌を追い、絡め取る。暖かな液体が少年の口に流し込まれる。少女の唾液だ。 少年は唾液を拒もうとしたが、体が勝手に欲するかのように、ごくりと飲み込んでしまう。とても甘く、脳に響くような淫靡な味がする。それと同時に、体の奥底から湧き上がるかのような、じんじんと熱くなるような感覚を覚える。

 

「ぷはっ♪ 私の唾液はどう？サキュバスの体液はね、人間には強烈な媚薬なの。おちんちん、切なくなっちゃうでしょ？ たっくさん媚薬飲んで、おちんちんバッキバキにさせてね♪ 」

 

エールは再び少年にキスをし、唾液を送り込む。より丹念に、執拗に少年の舌を追い回し、自身の舌で絡め取り、唾液を一方的に送り込む。 幼い少女の姿からは想像も出来ない激しいキスと、強力な媚薬である唾液を流しこまれたことによって、全身が上気し、うまく力が入らず体が脱力する。 にもかかわらず、頭は鮮明で、体の感覚は今まで経験したことないほど敏感になる。少女が指で体をなぞるだけで、少年の全身に快感が突き抜ける。思わず声を漏らし、震える。 少年のまだ未発達で小さく可愛らしいペニスは、あっという間に最大まで反り立ち、鼓動するかのぴくぴくと震える。 被った皮からかろうじて見える鈴口からとろっと我慢汁が漏れ出る。

 

「えへへ、準備万端だね♪ 可愛いおちんちん♪ ボクね、大人の人の大きいちんちんも好きだけど、こどもちんちんが可愛くて一番好き♪ まずは手で搾ってあげるね」

 

人よりも体温が高い淫魔の手が、少年のペニスを温かく包み、シュッシュッ、と上下に擦る。

 

「ど～お？ 気持ちいい？ ボクの手。」

 

ストロークするたびに漏れ出る喘ぎ声と、快楽に身悶えする少年の姿が返答代わりだった。 決して速くはない淡々とした手コキだが、自慰の経験もない、勃起したペニスをどう発散させていいかも分からない少年にとって、媚薬漬けにされた体で受ける淫魔の手コキは、想像を絶する快感だった。

 

時折くりくりと亀頭やカリ首を指でなでたり、ぎゅっぎゅっと握っては離してといった、さながら乳搾りのような動作もする。 そのたびに少年は女の子のような可愛らしい喘ぎ声を漏らし、身悶えをしてギシギシとベルトを軋ませる。 エールはそんな反応を見て、とても楽しんでいるようだ。

 

クチュッ、クチュクチュ、チュコチュコチュコ・・・

やがて鈴口から漏れ出る我慢汁と、自らの唾液を潤滑油にし、手コキの速度をあげる。 水音が辺りに響く。本格的にイかせるための刺激が始まり、少年はその刺激に全く耐えることは出来なかった。 ビュルビュルと、少年は少女の手に精液を放出させられる。

 

「あれっ、もう出ちゃった♪ えへへー、早いなぁ。ま、しょうがないか♪ 」

 

射精中もエールは手を止めること無く、根本からギュッギュッ、と濾しだすように射精を促す。 初めての射精が、淫魔の手で、しかも媚薬をたっぷりと流し込まれた状態。 人生で初めての、それもとびっきり強烈な快感を与えられ、少年は声にならない嬌声を上げ、 全身を震わせる。エールはその姿を楽しそうに見つめている。

長い射精が終わり、エールの手の動きも止まる。手には放出させられた大量の精液がべったりとついていて、少女の手を白く汚している。 エールはべったりと手にかかった精液を、満足そうに見つめ、ペロっと舐める。

 

その瞬間、エールの表情が変わる。信じられないような表情で手にかかった精液と、少年のを顔を何度も見比べる。 再び手にかかった精液を舐めだす。今度は丹念に、一滴も逃すまいと夢中で綺麗に舐めとる。 精液を舐め終わったエールの顔は赤みがかかり、呼吸が荒く、薄ら笑みを浮かべている。とても興奮しているような、恍惚の表情だった。

 

「うわすっごい、なにこれ・・・！ こんな・・・こんなおいしい精液はじめて！ 」 エールは目を輝かせ、一人盛り上がり少年に抱きつく。 少年は少女の言っている意味もわからず、射精の余韻にそれどころではない。

 

「キミ、凄いね。ボクと相性抜群なんだ。それに凄い上質。他のサキュバスに見つかったら、 取り合い必至だね。あっという間に揉みくちゃにされて、集団輪姦されちゃうよキミ」

 

少女は舌なめずりをして、少年のペニスへ顔を近づける。少年の股の間に収まり、跪くような姿勢だ。

 

「初日は程々にするつもりだったけど、こんなの飲まされたら、無理。ボク、もう止まんないよ。・・・んぁ」

 

「じゅるるるっ･･･んっ…じゅっぽっ･･･じゅっぽっ････じゅるるっ････じゅるるるる・・・ じゅっ･･･んちゅっ･･･んはっ・・・じゅるるるる、じゅるるるっ･･･」

 

少年の返答を待つまでもなく、淫魔の少女は小さな口で少年のペニスを一気に咥え込んだ。 じゅるじゅると強烈に吸い込み、舌をねろねろと亀頭やカリ首に押し付け、激しく頭を揺らしてピストンをしてくる。 少年はその刺激に思わず叫び声をあげた。

 

射精直後で敏感になったペニスに、エールの渾身の愛情表現がぶつけられる。 口内で強烈に吸い上げられ、尿道に残っている精液を逃さず全て飲み込むばかりか、次の射精を猛烈に催促してくる。 舌は常にカリ首や亀頭をねろねろと舐め回し刺激してくる。ぐぽっぐぽっ、と口内から音が漏れるほどの激しくピストンに、少年はたまらず続けざまに射精する。

エールはペニスを喉奥深くまで咥えこみ放出された精液を口内で受け止める。愛おしそうに目を細め、乾いた喉を潤すように音を鳴らし、ゴキュゴキュと飲み込む。
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「んっ！んん・・・んん・・・ふふ・・・んんっじゅるるるるっぐぷっぐぷっじゅぽっ・・・」

 

ペニスへの刺激が止んだのは精液を飲み込み間のほんの一瞬で、エールはすぐさま次の精液を搾り取るため、先程よりも激しい勢いでピストンを再開した。

 

少年は強すぎる快楽から必死に逃れようと体を精一杯動かそうとするが、体中を拘束しているベルトがギシギシと音が鳴らすだけで、少年の僅かな抵抗は無駄に終わる。

 

エールは精液を搾り取ることに夢中で、少年が強すぎる快楽に悶えていることは全くに目に入ってない。少年は叫び、エールへ搾精をやめてくれるよう懇願するが、むしろ拘束されている上から少年の腰をがしりと掴み、より動かないよう、より精液を搾り取れるよう強要してくる。

 

再びエールの口内に、射精させられる。 今度は射精の間もエールはピストンをやめようとしない。少女は息が荒くして、ペニスを咥えた口内から時折空気が漏れ出て、少し苦しそうに顔を上気させている。それでも、ピストンは止めない。 精液を飲み込みながら、そのまま次の射精を強要し、更に激しいピストンと舌での愛撫を続ける。その刺激に強制させられ、間髪を入れず、再び射精させられる。 拷問にも等しい強制連続射精に少年は頭を振り乱し快楽にもがくが、搾精が止まる気配はない。 射精の脈動の間も激しくペニスをねぶられ、出た精液をすぐさま凄まじいバキュームで吸引される。 エールの目にはペニスしか映っておらず、ペニスをもごもごと咥えながら、時折「もっと、もっと・・・」とうわ言のようにつぶやく

 

やがて少女の舌がねろねろと亀頭を重点に舐め回したり、ほじくり回すよう縦横無尽に動き回る。 もともと敏感である亀頭は射精直後により更に敏感になっており、少女の舌や口内があて擦られる度、少年はもがき喚く。

しばらくすると少年は射精とは違う、耐えがたい快感と尿意に近いむず痒さに襲われ、少女に責めを中止するよう懇願する。 しかし、少女にとってそれはむしろ自身を興奮させるだけの逆効果。腰を押さえつけていた手はお尻に手を回し腰を抱え込むようにがっちりとホールドし、ペニスにより深く、より激しくピストンをする。 少女の舌先が、ぐりぐりと少年の亀頭を押し潰すように舐め回したとき、悲鳴とともにペニスから透明な液体が噴出した。

 

精液よりも量が多く、受け止めきれない分が少女の口の端から漏れ出る、 溢れ出る大量の液体は透明で、サラサラとしていて無臭。少女が舌を亀頭に舐め当てる度、プシャップシャッととめどなく吹き出る。、 少年は強烈な亀頭責めフェラチオにより、男の潮吹きさせられたのだ。

 

ごきゅっ、ごきゅっ、と喉を鳴らし、美味しそうに少年が吹かされた潮を堪能するエール。 その間も口内では淫魔の舌がねろねろと亀頭をなめまわし、少年はその刺激に痙攣するようにビクビクと震える。 長い潮吹きが終わり、潮を飲み干した後、ようやくきゅぽんっ、とペニスを口から離す。

 

「ぷはっ♪はぁー、はぁー、はぁー・・・あー、美味しかった！ ・・・あ、ごめんね。キミの精液があまりにも美味しくって、つい潮吹きまでさせちゃった♪ 沢山出してくれてありがとっ♪ とっても美味しかったよ♪ 」

エールは悪びれもなく朗らかに話しかける。少年の返答はない。 少年は強すぎる快楽に身も心も熔かされ、息も絶え絶えでエールの言葉が耳に入っているかどうかも怪しい。放心状態で、焦点の合わない瞳がどこまでも続く異空間の空を映している。

 

「じゃあ今度はこっちにも飲ませてね♪ 」

 

ぬらぁ、と少年の前に異形のモノが現れた。 黒光りし、伸縮性に長けぷにぷにと柔らかそうな表面。 目のない深海生物のような形をしており、何かを飲み込むためなのか、大きな口を備えている。 一見して不気味なそれは、少女の尻辺りから伸びていた。

 

「ボクの尻尾だよ♪ 初めて見る人間にはちょっと怖いかもしれないけど・・・すっごく気持ちいいから、安心してね」

 

尻尾はゆらゆらと少年の眼前に来ると、ニチャ・・・と体液を漏らしながら大きな口を開き、見せつけてきた。 尻尾の口の中はピンク色の細かいひだやイボがびっしりと生え、飲み込んだモノを余すことなく刺激する作りになっている。 粘り気のある体液をゴプゴプと漏らしながら、二本の細長い舌がチロチロと何かを欲している かのように口内で蠢いている。尻尾は口を閉じ、ゆっくりと少年のペニスへ近づく。

 

少年は本能的にその尻尾がどういう用途で使われ、どういう快楽を与えてくるかを悟る。逃げられないのを承知で体を揺さぶりギシギシとベルトを軋ませ抵抗する。が、当然そんな抵抗で拘束は少しも緩まない。 尻尾はゆっくりと大きな口を開け、ボタボタと体液をこぼしながら少年のペニスに照準を定める。 少年はエールに止めてほしいと懇願するが、エールはニヤニヤと笑うだけで何も言わない。 家畜の命乞いに耳を傾けるものなど、いないのだから。 やがてエールの指がヒュン、と降ろされ、GO サインが下った。 その瞬間淫魔の尻尾は勢い良く、少年のペニスにしゃぶりつく。

 

グポッ、グポッ、グポッギュププププッ！ ギュプッギュプッギュプッ、グポッグポッズズズズッ・・・
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潮吹きをさせられたばかりの敏感なペニスに浴びせられる、あまりにも遠慮のない搾精。

少年はあっという間に射精をさせられる。射精の間も、その後も、決して搾精は止まらない。

涙を流して止めてもらえるよう懇願をするが、尻尾はそんなことはお構いなしに、貪欲に精液を搾り立ててくる。

 

「えへへー♪ どうかな？淫魔の尻尾♪ ボクの尻尾はね、尻尾自体にも本能があって、精液を常に求めてるんだ。最近ゴハンあげてなかったからすごくお腹空いてるよ。だからいっぱい精液飲ませてあげてね♪ 」

 

まるでペニスが取れてしまうのではと思うほどの強烈な吸い込みと、獲物を貪る凶悪なピストン。少年は涙を流し、次々と射精を強制させられる。

 

「すごいねー射精止まんないね。この子も久々のごちそうで大喜びだよ♪キミも気持ちよくて嬉しいでしょ？遠慮なく射精してね♪ 」

 

もうイきたくない、射精したくない。そう思っても本能のみで貪りついてくる尻尾は決して止まらない。むしろ久々ごちそうを決して逃さない、と責めは激しさを増す。

 

そしてこれまで責めに加わっていなかった二枚の舌が、少年の敏感な亀頭を中心に激しく舐め回す。ざらざらとした細長い舌は亀頭やカリ首をぐりぐりとほじくり回すように刺激してくる。ペニスの中でももっとも敏感な場所に与えられる無慈悲な快感に、少年は悲鳴とともに大

量の潮を吹いた。

 

「おっ、ボクのフェラに続いて、本日二回目の潮吹き♪ キミ潮吹き上手だね～♪ 良い子良い子♪ この子お潮も大好物だから、どんどん吹いてあげてね♪ 」

 

ゴキュゴキュと潮を飲み干したのもつかの間、ふたたび二枚の舌が亀頭を襲う。

潮の味を覚えたのか、先程よりもより激しく、キュッキュッとまるで磨くかのように執拗に亀頭を擦り責め立ててくる。もちろん、ピストンは止まらない。

少年は当然その責めに耐えきれず、射精と潮吹きを繰り返させられる。

 

そんな責めが三十分は続き、やがて激しすぎる搾精に少年は限界を迎え、意識が混濁してきていた。

尻尾はまだまだ満足していないようで搾精が止まる気配は一向にないが、少年の射精量は目に見えて落ちている。

 

「あれ～？ 元気なくなってきちゃった？ じゃぁこうしてあげるね」

 

エールは少年の顔を跨るように立つと、無造作に履いていたパンツを脱ぎ捨てる。

そのまましゃがみこむと、頭を両手でつかみ、自らの秘所を顔にあてがってきた。

 

淫魔の少女の甘酸っぱく桃色の強烈な香りが少年の鼻腔を襲う。

息を吸い込む度、肺いっぱいに少女の香りが広がる。

少年は本能的にこの危険な香りを嗅がないよう息を止めようとするが、尻尾が与えてくる強烈な刺激に呼吸が乱れ、咳き込み、否応なしに嗅がされる。

 

「ほらほら、嗅ぐだけじゃなくって、舐め舐めしてボクのことも気持ちよくしてよ～♪ 淫魔の愛液は、唾液や尻尾の体液なんか比べ物にならないくらい超強力な媚薬だよ♪一口飲んだらすぐ元気いっぱいになって、精液止まらなくなっちゃうんだから♪ 」

 

秘所からは蜜のように甘い愛液がどんどん溢れ、少年に無理やり注がれる。

一口、一口と飲むたびに、ガクガクと震えるような快感が全身へ波紋のように響き、浸透してゆく。

同時に薄れつつあった意識がハッキリとし始め、全身に活力が戻される。すでに散々搾精されたはずのペニスは、まるで何日も寸止めを繰り返された暴発寸前のペニスのように激しく反り立つ。

 

グッポ、グッポ、グチュ、グチュグチュ・・・ッ！ ズズズズ、ニチャ・・・グッポ、グッポ、グッポ・・・グポグポグポグポグポ・・・

 

“餌”が元気になったことを感じとった淫魔の尻尾は再び激しく責め立ててくる。潤滑油のための体液をぼたぼたとあちこちに撒き散らしながら、目にも止まらないピストンで、グッポグッポと少年のペニスを貪る。

少年の悲鳴はエールの秘所によってくぐもった悲鳴となりかき消される。

体は拘束され、悲鳴もあげられず、気を失いたくても媚薬による覚醒でそれすらも許されない。少年に許されているのはただ射精することのみ。

少年の悲鳴が響くたび、その振動から得られる快感にエールは小さく喘ぎ、楽しそうに腰を振る。

淫魔の少女は息を上げ、より強い快感を得ようと夢中で少年の顔にぐりぐりと秘所を押しあて続けるのだった。

 

凶悪な尻尾によって射精と潮吹きをさせられた回数がそれぞれ二十回を優に超えたころ、ようやく尻尾と顔面騎乗の搾精拷問から解放された。

途中激しく続く責めにより、媚薬で覚醒しているにも関わらず三回ほど失神したが、その度に尿道へ尻尾の舌を突っ込まれ、直接精液を吸い取られるのと、同時に媚薬である粘液を尿道内に流しこまれるという責めにより無理矢理覚醒させられた少年は、愛液と涙で濡れた顔を拭うことも出来ず、放心状態でぐったりとしている。

 

「えへへ～、おかげさまで久々に尻尾が満足したよ。お腹いっぱいだって♪ 」

 

エールは少年に寄り添い、頭を撫でたり、おでこにキスをして労をねぎらう。

しかし、少女の目はまだ獲物を求める飢えた獣のように、猛烈に何かを欲していた。

 

「私の愛液はすっごくキくからさ、もう体平気でしょ？ ちょっと休めば、すぐ精子パンパンになるんだ。心が耐えられるかは知らないけどね」

 

エールは話を続けながら、少年の腰にまたがる。

 

「尻尾は満足したけど・・・淫魔がこんな前戯で満足するわけないよね。」

 

くぱぁ、と少女の指によって自らの秘所が拡げられる。

 

先程まで散々に顔に押し当てられていた、淫魔の秘所。

愛液が股を伝っている。エールが舌なめずりをしながら、迫ってくる。

 

「本番、しよっか」

 

ぐちゅ・・・

 

秘所がペニスの亀頭にあてがわれる。

少女の秘所はぐちゅぐちゅと柔らかく、暖かいというよりも熱いぐらいの温度を感じる。

どろどろと、愛液がペニスに滴り落ちる。

 

「キミの初めて、もらうね？

淫魔とセックスなんてしたら、もう二度と人間の女の子となんてセックス出来ないよ。

まぁもうキミは一生ボクのものだから、関係ないけどね」

 

「3、2、1 でキミの童貞卒業ね。いくよぉー」

 

「3、2――えいっ♪ 」

 

少年が何かを言う前に、ペニスは一気に少女の中へと飲み込まれていく。

カウントダウンに不意を突かれ、熱く蠢く膣内へと誘われ、快感が全身を貫く。

 

「身構えてたってダメ～♪ 気持ちいい事我慢しちゃう悪い子は、我慢できなくなっちゃうぐらい、気持ちよくさせてあげるんだから♪ ほらほら、はじめての膣内射精、あっという間に終わらせてあげる」

 

未成熟な少女の膣内狭く、きゅうきゅうと少年のペニスを締め付けてくる。膣壁のあちこちがぐにぐにとペニスを責め立て、刺激を与える。

更に亀頭には淫魔の子宮口がちゅうちゅうと吸い付いてきており、

全ての細胞が少年の精液を絞り立てるために動いているかのようだった。

 

「あっ、すごいっ。こどもちんちん気持ちいい。キミ、すごく、いい形してるッ」

 

パンッパンッ、と少女の小さなお尻が叩きつけられる音が異空間に響く。杭を打つような、抉るような、激しいピストン。

エールは額に汗をかき、舌を突き出し、大きく息を荒らしながら、ただひたすらに快楽を求め少年のペニスを貪る。
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「もうイッちゃう？いいよ、童貞卒業おちんちん、いっぱいボクの中に出してっ」

 

少年が耐えきれず射精をすると、恍惚な表情で、それを膣内で味わう。

射精した瞬間、膣壁が今までとは比べ物にならないほどうねうねと動き、ペニスに刺激を与えてくる。まるでポンプのように、精液を搾り取り、体内へと運んでいく。

膣内に注がれる精液をじゅくじゅくと受け止め、体内へ吸収していくたび、エールは体をのけぞらせ、喜びと快感に震える。

それに合わせ膣内もビクビクと激しく収縮し、少年はそれがもたらす快感に悶える。

 

「はぁー、はぁ・・・ッ♪

やば・・・ほんと最高だよ、キミの精液。こんなのサキュバスでもおかしくなっちゃう」

 

射精が終わるも間髪入れず、少女は再び激しいピストンを始める。

少年は泣き叫び暴れようとするが、少女にがっしりと抱きしめられ、悲鳴はキスによってかき消される。

 

「暴れたって無駄～♪ キミの精液美味しすぎて止まんないし・・・キミの気持ちよくなってる顔、とっても可愛くて、イジメがいありすぎるし♪

残念だったね、キミがそんなに可愛くて、精液が美味しすぎるから、こんな目にあってるんだよ♪

はやく終わらせたかったら、い～っぱい射精して、頑張ってボクをお腹いっぱいにさせてね

♪ 」
淫魔の唾液と愛液によって少年のペニスは萎えることを知らず、少女に強要されるがまま何度も、何度も、何度も搾精されるのだった。

 

その後少女の一方的な搾精は数時間に及んだ。精液の出が悪くなると唾液や愛液、尿などを惜しみなく与えてきた。それでも精液の出が悪くなると、尻尾を少年のアナルに挿入し、前立腺を舌で刺激してきた。もちろん粘液の媚薬もたっぷりと流し込まれ、アナルとペニス、両方の快楽に悶えながら少年は精液の製造と放出を強制される。

続けざまの射精や、潮を吹き体液をいくら少女へ流し込んでも、淫魔の膣内はそれを喜んで受け入れ、すぐさま吸収していく。

 

そしてもはや射精した回数が分からなくなったころ、少年は絶頂を迎えても、ペニスからは何も出なかった。

 

「あれ？今イッたよね？でもおちんちんびくびくしただけで精液出なかった？もしかして精液、全部出ちゃったかなぁ。」

 

腰をぐりぐりと優しく回してみたり、ゆったりとピストンをしてみたりと、緩い刺激を与えてくる。

それでもペニスから何も出る気配はなく、少年が呻くだけ。エールはやっと腰の動きを止め、膣内からペニスをズルリと引き抜く。

 

「んー、今日はもう媚薬飲ませてもダメかな」

 

ようやくこの強制連続射精が終わった、と少年は朦朧とすると意識の中、安堵した。その瞬間エールはニヤリと笑い、再びペニスを膣内へ飲み込むと、高速ピストンを再開した。

 

パンッパンッパンッパチュンッパチュッズチュッズリュッ

 

「終わった～って思ってたとこゴメンネ～♪ おちんちん本当に空っぽになっちゃったのかぁ、念のため確かめたいから、もう一回だけイッて♪ 」

 

限界という限界を越え、ようやく終わりを迎え安堵し、身も心もすっかり脱力しきった少年への、むごいとも言える仕打ち。少年は訳がわからないまま、不意に強いられる快感に暴れ、悶え、泣きじゃくり、絶頂する。

ペニスはビクビクと膣内で震えるが、精液はもう一滴たりと出ない。

少女は空打ちペニスの絶頂を受け止め、恍惚の表情で自身も何度目か分からない絶頂に浸る。

今度こそ本当に、ようやく、ペニスが引き抜かれた。

 

何も出なくなるまでに搾精されたペニスは、通常では使い物にならないほど萎えきるが、淫魔の媚薬を与えられ続けたことで勃起状態は保たれたままとなっている。

 

「はぁ、はぁ・・・本当に打ち止めだったんだね♪ まだちょっとだけ物足りないけど・・・最高に気持ちよかったよ♪ キミはどうだった？気持ちよかった？」

 

少年からの返事はない。

 

少年の意識は虚ろで、息を上がらせ空虚をみつめている。快感の余韻の只中に浸り、時折体をぴくぴくと震わせている。

それでも、かろうじて心が壊れなったのは、壊されなかったのは、偶然か、或いは少女の絶妙な加減か。

 

全身を拘束され、訳がわからないまま何時間も無茶苦茶にレイプされ続け、体液まみれになり放心状態で横たわるその嗜虐心くすぐる姿に、少女は満足げに笑みをこぼす。

もしもエールが慈悲のない、あるいはもっと嗜虐心溢れた淫魔ならば、少年は文字通り死ぬまで搾精され続けていただろう。

 

「ほんとかわいいなぁキミ、もっともっとイジメてあげたくなっちゃう・・・決めた、キミは性奴隷じゃなくて、ボクの旦那様にしてあげる♪ 」

 

淫魔の少女は再び少年にまたがり覆いかぶさる。

チュッ、チュッ、と啄むようにキスをしたり、じゅるじゅると少年の唾液を吸い取ったり、逆に淫魔の唾液を与えてくる。

時折ぐりぐりと腰を捻り、自分の秘所を少年のペニスに当て擦り、優しく妖しげな快感を与えてくる。

 

「今日はこのまま寝ようね。寝るまでこうやってずっとキスして、私の唾液を流し込んでてあげるから起きた頃にはまたおちんちんバッキバッキだよ」

少年は何か問いかけようとしているが、キスにより声はかき消される。

身体中愛液と汗まみれだが、少女に覆いかぶさられ、心地よい柔らかさと匂いに身を任せるうち、まどろんでゆく。

 

「少しおやすみしたら、また沢山エッチしようね。

気持ちいいことぜーんぶ、エールがシてあげる。

そのうちサキュバスの国に帰って、そっちで暮らそうね。

あっちにはすごく気持ちいい性具や施設がたくさんあるから、そこでもたくさん搾りとってあげる」

 

少年の意識はとうとう深い闇に飲み込まれた。

 

「これからよろしくね、旦那サマ♪ 」
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